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ARelationshipbetween DiLfusion Combustiomand  









between the measured exhaust smoke density and the integrated quantity of apparent diffusion 
combustion．   







記   号   
d¢〟β：受勲率J／deg  
dNOJ〃e：NOJ生成率 mol／deg   
仇：燃料の低位発熱量J／Kg   
㌶。：拡散燃焼率 g／deg  
P：筒内圧力 bar   
f㌔g：正味平均有効圧力 bar   
PO2：燃焼ガス中の酸素分圧 kg／cm2  
5：すすの生成・酸化量 g  
7も：燃焼域ガス温度 K   
r川：簡内平均ガス温度 K   
r，。。：燃焼ガス転封温度 K  
β：クランク角度 deg  
2．実験装置および計測方法  
2・1供試機関および供試燃料油  供試機関は水  
冷4サイクル直接噴射式高速過給ディーゼル機関［三  

















＊平成2年3月13日，九州支部第43期総会講演会において講   





一261－   














測した．   













































ん。および71を確定する方法（16）を採用している．   
3・2 すすの生成および酸化のモデル  すすの生  
成・酸化モデルとして，Morelら（11）が提案した以下の  
式を採用する．   
ゐ／粛＝A．・読。・eXp（－A2／㍍）  
；Al＝0．30，A2＝3000………………… （1）  
ゐ協＝－β1・5／（pざ♂ざ）・eXp（一β2／Tr。。）・原  










亡（ス）＝1－eXp（斤エ〟り……………………… （4）  
〟：吸収係数  
⊥：光軸に沿った火炎の厚さ   
二色法では，火炎温度を計測すると同時に∬・⊥の  
図1燃焼室形状およびセンサ装着位置  
－262－   
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図2 予混合燃焼率ピーク位置とOFT出力立上り時期の  
比較  
－Ⅶ    丁Ⅸ：    ℃    ～0    －O  
CA（deg）  
図4 燃焼モード解析結果  
－263－  
直接噴射式高速ディーゼル機関における拡散燃焼と排煙の関係について  1834  
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（a）回転数1250rpm，P瑚10．42ba∫  
ー10 TOC 10  ZO  ユ0  ▲0  50  60  
CA（d●9）   
（b）回転数1984rpm，P－elO．42bar  
iO  50  
CÅ（dt9）  
（C）回転数 2368rpm」㌔10，42ba∫  

































































・10 T∝：10 20 ：；0 ▲0  5（〉  60  
CA（d●9）   
（d）回転数1250rpm，P，ne7．32bar  
ー】O TDくニ 10  ZO  ユ0  ▲0  50  60  
C▲（d◆9】   
（e）回転数1984rpm，P那7．32ba∫  
TDC lO ‡0  つ0  ‖） 50  
CÅ（加9）  
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（g）回転数1250rpm，Pme6Albar  （h）回転数1984rpm．P77e6．41bar  （i）回転数 2368rpm，P＝e6．41bar  
図5 受熱率，すすの生成■酸化過程およびOFT出力の比較（燃油：ADO60）  
－264   
直接噴射式高速ディーゼル機関における拡散燃焼と排煙の関係について  1835  
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Qd／Hu（m9J⊂yCle・叫inde「）   
図7 広範囲運転領域での拡散燃焼量とすす排出量の相関  





ていると判断される．   














































35   ち0   45   50   55  
QdJHu（mg／⊂y（le・（ylinder）  
（b）拡散燃焼量とすす排出量の相関  













－265－   










（3）Matsui．M．，ほか2名，SAE nt2nS．．89，Paper No．  
800970（1980），3043．  









































る．   
終わりに，光ファイバ温度計について多大のご協力  
－266－   
